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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シューアッパー（１）とソール（２）とが設けられているシューズであって、ソール（
２）が、シューアッパー（１）に接合されている支持部分または内側部分（２′）と、該
支持部分または内側部分（２′）に接合されているミッドソール（２″）と、該ミッドソ
ール（２″）に接合されているアウターソール（２′′′）とを有しており、ミッドソー
ル（２″）が、シューズの接地面の少なくとも一部分にわたって緩衝エレメントを含んで
いるか、または緩衝エレメントとして形成されており、該緩衝エレメントが、相並んで配
置されている複数の第１エレメント（３）を有しており、該第１エレメント（３）が、主
として負荷方向（Ｒ）で緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態において、所定の高
さ（Ｈ）にわたって延在して、中空体として形成され、受容室（４）を規定しており、該
受容室（４）内に付属の第２エレメント（５）が、第１エレメント（３）よりも小さい寸
法の横断面で少なくとも部分的に進入するようになっており、第２エレメント（５）が、
主として負荷方向（Ｒ）で緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態において、所定の
高さ（ｈ）にわたって延在しおり、第１エレメント（３）に対して同心的に配置されてい
る形式のものにおいて、
　第２エレメント（５）の少なくとも一部分が、角柱形状または円柱形状を有しており、
角柱形状体もしくは円柱形状体が、少なくとも部分的に中実な部分として形成されており
、角柱容量もしくは円柱容量の３０～７０％が、第２エレメント（５）の材料から成って
おり、互いに対応配置されている２つのエレメント（３，５）が、弾性的な接合区分（６
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）を介して互いに接合されており、該接合区分（６）が、第１エレメント（３）と第２エ
レメント（５）との間にのみ延在しており、第１エレメント（３）と、接合区分（６）と
、第２エレメント（５）とが、一体に形成されていることを特徴とするシューズ。
【請求項２】
　第２エレメント（５）の中実に形成された領域が、第２エレメント（５）の、第１エレ
メント（３）から離れた端部領域に配置されている、請求項１記載のシューズ。
【請求項３】
　第２エレメント（５）の中実に形成された領域が、凹状に形成された表面（１０）を有
している、請求項１又は２項記載のシューズ。
【請求項４】
　ミッドソール（２″）が、シューズの接地面の少なくとも一部分にわたって、緩衝エレ
メントとして形成されている、請求項１から３までのいずれか一項記載のシューズ。
【請求項５】
　負荷方向（Ｒ）に対して垂直な一断面において、アウターソール（２′′′）の個別の
部分の形状が、第２エレメント（５）の形状または第１エレメント（３）の形状に相応し
ている、請求項１記載のシューズ。
【請求項６】
　第１エレメント（３）と第２エレメント（５）とが、それぞれ接合区分（６）と共に気
密な室を形成する、請求項１から５までのいずれか一項記載のシューズ。
【請求項７】
　負荷方向（Ｒ）に対して垂直な一断面において、第１エレメント（３）と第２エレメン
ト（５）とが、互いに対応する形状を有している、請求項１から６までのいずれか一項記
載のシューズ。
【請求項８】
　負荷方向（Ｒ）に対して垂直な一断面において、第１エレメント（３）と第２エレメン
ト（５）とが、多角形を有している、請求項７記載のシューズ。
【請求項９】
　負荷方向（Ｒ）に対して垂直な一断面において、第１エレメント（３）と第２エレメン
ト（５）とが円形を有している、請求項７記載のシューズ。
【請求項１０】
　第１エレメント（３）の側方の領域が、互いに接合されているか、または第１エレメン
ト（３）の側方の制限壁が、それぞれ共通の区分から形成される、請求項１から９までの
いずれか一項記載のシューズ。
【請求項１１】
　第１エレメント（３）および／または第２エレメント（５）が、緩衝エレメントに負荷
がかかっていない状態において、少なくとも部分的に異なる高さ（Ｈ，ｈ）を有している
、請求項１から１０までのいずれか一項記載のシューズ。
【請求項１２】
　負荷方向（Ｒ）に対して垂直な一平面において、接合区分（６）が、緩衝エレメントに
負荷がかかっていない状態で平坦に延びている、請求項１から１１までのいずれか一項記
載のシューズ。
【請求項１３】
　負荷方向（Ｒ）に対して垂直な一平面において、接合区分（６）が、緩衝エレメントに
負荷がかかっていない状態で湾曲して延びている、請求項１から１１までのいずれか一項
記載のシューズ。
【請求項１４】
　第１エレメント（３）と、接合区分（６）と、第２エレメント（５）とが、１回の共通
の射出成形プロセスにより製造される、請求項１から１３までのいずれか一項記載のシュ
ーズ。
【請求項１５】
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　第１エレメント（３）の、第２エレメント（５）とは反対側の端部が、シールシート（
７）と接合されている、請求項１から１４までのいずれか一項記載のシューズ。
【請求項１６】
　エレメント（３，５）が、プラスチックから成っている、請求項１から１５までのいず
れか一項記載のシューズ。
【請求項１７】
　プラスチックとして、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブタン、ポリアミド、ポリ
ウレタンまたはこれらの少なくとも２つのプラスチックの混合物が用いられている、請求
項１６記載のシューズ。
【請求項１８】
　プラスチックが半透明または透明である、請求項１６または１７記載のシューズ。
【請求項１９】
　アウターソール（２′′′）が、プラスチックから成っているか、またはゴムから成っ
ており、材料が、半透明でないかまたは透明でない、請求項１から１８までのいずれか一
項記載のシューズ。
【請求項２０】
　第１エレメント（３）と、第２エレメント（５）と、接合区分（６）との素材、および
／または第１エレメント（３）と、第２エレメント（５）と、接合区分（６）との部分の
幾何学的な寸法、および／または中実に形成された部分の容積部分が、緩衝エレメントの
ばね・緩衝特性を規定するために選択されている、請求項１から１９までいずれか一項記
載のシューズ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シューアッパーとソールとが設けられているシューズ、殊にスポーツシュー
ズであって、ソールが、シューアッパーに接合されている支持部分または内側部分と、該
支持部分または内側部分に接合されているミッドソールと、該ミッドソールに接合されて
いるアウターソールとを有しており、ミッドソールが、シューズの接地面の少なくとも一
部分にわたって緩衝エレメントを含んでいるか、または緩衝エレメントとして形成されて
おり、該緩衝エレメントが、相並んで配置されている複数の第１エレメントを有しており
、これらの第１エレメントが、主として負荷方向で緩衝エレメントに負荷がかかっていな
い状態において、所定の高さにわたって延在して、中空体として形成され、受容室を規定
しており、該受容室内に所属の第２エレメントが、第１エレメントよりも小さい寸法の横
断面で少なくとも部分的に進入することができ、第２エレメントが、主として負荷方向で
緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態において、所定の高さにわたって延在しおり
、第１エレメントに対して同心的に配置されている形式のものに関する。
【０００２】
　この種のシューズが、国際公開第０３／０９２４２３号パンフレットから公知である。
シューズのばね・緩衝特性を所望の基準に基づき発揮させるために、特にミッドソール内
に緩衝エレメントが組み込まれているので、ソールがこれに関して規定された特性を有す
るということが公知である。これに関して国際公開第０３／０９２４２３号パンフレット
には、前記の、特にスポーツシューズ用の特別な構造を有する緩衝エレメントについて記
載されている。緩衝エレメントは、相並んで配置された複数の個別エレメントを有してい
て、これらの個別エレメントはそれぞれピストン・シリンダシステムの形式によるばね・
緩衝室を形成している。形状において相応する第１エレメントと第２エレメントとが、接
合区分を介して互いに接合されている。この場合、ソールの負荷時には、小さく形成され
たエレメントが、大きく形成されたエレメント内に進入する。このために大きく形成され
たエレメントは受容室を形成している。
【０００３】
　これまでの解決手段によれば、この種の緩衝エレメントは主として、ミッドソール内に
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組み込むために設けられていて、これに関する別の範例が先行技術にはある。これについ
て欧州特許出願公開第０３８７５０５号明細書が参照される。この明細書では、ハニカム
形に形成された、シューズのミッドソール内の受容室内に挿入される緩衝エレメントが開
示されている。
【０００４】
　緩衝エレメントに用いられる材料の選択、およびジオメトリ（第１エレメントと第２エ
レメントとの寸法、特にこれらの壁厚）の選択により、特定の範囲内でばね・緩衝特性を
規定することができる。しかし時折、スペース条件に基づきこれに関する可能性は限定さ
れてしまうので、緩衝エレメントの特性の効果は制限されたままになる。
【０００５】
　本発明の課題は、シューズ、特にスポーツシューズを改良して、シューズのばね・緩衝
特性をより良好に発揮し、これによりばね・緩衝特性を所定の要望に合わせることができ
るものを提供することである。このことは容易に、かつ製造技術的に廉価に行うことがで
きることが望ましい。
【０００６】
　この課題の本発明による解決手段は、緩衝エレメントの第２エレメントが、角柱形状ま
たは円柱形状を有していて、この場合、角柱形状体もしくは円柱形状体が、少なくとも部
分的に中実の部分として形成されていて、この場合、互いに対応配置されている２つのエ
レメントが、弾性的な接合区分を介して互いに接合されていて、この接合区分が、第１エ
レメントと第２エレメントとの間にのみ延在していて、この場合、第１エレメントと、接
合区分と、第２エレメントとが、一体に形成されているということを特徴としている。こ
のことは、緩衝エレメントに設けられている第２エレメントの少なくとも一部分に当ては
まる。
【０００７】
　緩衝エレメントの個別の区分は先行技術において、常にほぼ一定の厚さのプラスチック
から成っているのに対して、本発明はつまり、少なくとも部分的に中実に形成された部分
を緩衝エレメントに設けることを提案している。
【０００８】
　本発明に係るシューズ、特にスポーツシューズは、シューアッパーとソールとが設けら
れているシューズ、殊にスポーツシューズであって、ソールが、シューアッパーに接合さ
れている支持部分または内側部分と、該支持部分または内側部分に接合されているミッド
ソールと、該ミッドソールに接合されているアウターソールとを有しており、ミッドソー
ルが、シューズの接地面の少なくとも一部分にわたって緩衝エレメントを含んでいるか、
または緩衝エレメントとして形成されており、該緩衝エレメントが、相並んで配置されて
いる複数の第１エレメントを有しており、これらの第１エレメントが、主として負荷方向
で緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態において、所定の高さにわたって延在し、
中空体として形成され、受容室を規定しており、該受容室内に所属の第２エレメントが、
第１エレメントよりも小さい寸法の横断面で少なくとも部分的に進入するようになってお
り、第２エレメントが、主として負荷方向で緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態
において、所定の高さにわたって延在しおり、第１エレメントに対して同心的に配置され
ている形式のものにおいて、第２エレメントの少なくとも一部分が、角柱形状または円柱
形状を有しており、角柱形状体もしくは円柱形状体が、少なくとも部分的に中実な部分と
して形成されており、互いに対応配置された２つのエレメントが、弾性的な接合区分を介
して互いに接合されており、該接合区分が、第１エレメントと第２エレメントとの間にの
み延在しており、第１エレメントと、接合区分と、第２エレメントとが、一体に形成され
ていることを特徴とする。
【０００９】
　有利には、角柱容量または円柱容量の２０～１００％が、第２エレメントの材料から成
っている。特に有利には、角柱容量または円柱容量の３０～７０％が、第２エレメントの
材料から成っている。
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【００１０】
　第２エレメントの中実に形成された領域は、有利には、第２エレメントの、第１エレメ
ントから離れた端部領域内に配置されている。
【００１１】
　さらに、第２エレメントの中実に形成された領域が、凹状に形成された表面を有してい
ると、緩衝エレメントのばね・緩衝特性を特に良好に発揮することができる。凹状の表面
は、球表面の一部分または楕円の表面の一部分であってよい。
【００１２】
　ミッドソールを、シューズの接地面の少なくとも一部分にわたって、専ら緩衝エレメン
トとして形成することができ、つまり緩衝エレメントは、支持部分または内側部分とアウ
ターソールとの間の唯一の接合部分である。この場合、アウターソールは複数の個別のソ
ール部分により形成することができる。この場合、各ソール部分は、第２エレメントの、
第１エレメントとは反対側の端部に配置されているか、または第１エレメントの、第２エ
レメントとは反対側の端部に配置されている。さらに、負荷方向に対して垂直な一断面に
おいて、アウターソールの個別の部分の形状は、第２エレメントの形状または第１エレメ
ントの形状に相応するように提案することができる。
【００１３】
　この場合、第１エレメントと第２エレメントとは、それぞれ接合区分と共に気密な室を
形成するようにすることができる。
【００１４】
　負荷方向に対して垂直な一断面において、第１エレメントと第２エレメントとは、互い
に対応する形状を有していてよい。この場合、負荷方向に対して垂直な一断面において、
第１エレメントと第２エレメントとは、所定の構成では、多角形、特に六角形の形状を有
している。これに対して択一的には、負荷方向に対して垂直な一断面において、第１エレ
メントと第２エレメントとが、円形を有するように提案することもできる。
【００１５】
　第１エレメントの側方の領域は、互いに接合することができるか、または第１エレメン
トの側方の制限壁を、それぞれ共通の区分から形成することができる。
【００１６】
　第１エレメントおよび／または第２エレメントは、有利には、緩衝エレメントが負荷さ
れていない状態において、少なくとも部分的に異なる高さを有している。負荷方向に対し
て垂直な一平面において、接合区分は、緩衝エレメントが負荷されていない状態で平坦に
延びているか、または湾曲して延びていてよい。接合区分が湾曲して延びている構成によ
って、「ピストン」の、「シリンダ」への進入が、負荷時に助成される。
【００１７】
　第１エレメントと、接合区分と、第２エレメントとが、一体に形成されているので、有
利には、第１エレメントと、接合区分と、第２エレメントとが、１回の共通の射出成形プ
ロセスにより製造されている。
【００１８】
　緩衝エレメントを備えた、もしくは緩衝エレメントにより形成されたミッドソールは、
ソールの負荷時に負荷方向でエネルギを受容することができ、ソールから負荷が除かれた
時には再びエネルギを解放することができる。このことを、緩衝エレメントが負荷から解
放された場合に復元効果を得ながら行うことができるためには、第１エレメントの軸方向
の下側端部領域と、第２エレメントの軸方向の上側端部領域とが、接合区分を介して互い
に接合されている。第１エレメントと第２エレメントと同じように、接合区分は弾性的な
プラスチック材料から成る部材であるので、負荷方向で緩衝エレメントに対して負荷力を
加える場合には変形がおこる。この場合、第２エレメントは、第１エレメントの受容室内
にピストンのように進入する。
【００１９】
　緩衝エレメントの放圧後に再び出発状態を得るために、接合区分だけを弾性的に構成す
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るのではなく、さらに以下の手段を講じることができる：
　第１エレメントの、第２エレメントとは反対側の端部を、シールシートに接合、特に溶
接することができる。従って、第１エレメントと、第２エレメントと、接合区分と、シー
ルシートとが、気密に閉じられた空間を形成する。この空間は最適なばね・緩衝特性を有
している。
【００２０】
　この場合、個別の「ピストン・シリンダエレメント」は、緩衝エレメントを形成するた
めに、比較的大きな面状の延在部をもって相並んで配置されている。「シリンダ」として
働く第１エレメントが互いに接合されているのに対して、第２エレメント、つまり「ピス
トン」は、間に自由なスペースをもって相並んでいる。
【００２１】
　有利には、これらのエレメントはプラスチック、特に熱可塑性材料から成っている。こ
の場合、特に有利には、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブタン、ポリアミド、ポリ
ウレタン、またはこれらの少なくとも２つのプラスチックの混合物が考慮されている。プ
ラスチックは、半透明または透明であってよい。アウターソールも、プラスチック、有利
にはポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブタン、ポリアミド、ポリウレタンまたはこれ
らの少なくとも２つのプラスチックの混合物から成っているか、またはゴムから成ってい
てよい。この場合、材料は半透明でないかまたは透明ではない。
【００２２】
　第１エレメントと、第２エレメントと、接合区分の素材、および／またはこれらの部分
の幾何学的な寸法、および／または中実に形成された部分の容積部分を、緩衝エレメント
のばねおよび／または緩衝特性を規定するために選択することができる。特に、緩衝エレ
メントがもたらすばね剛性は、中実部分の容積部分の選択により影響を受けることがある
。中実部分のより大きな容積は、結果としてより高いばね剛性に繋がる。
【００２３】
　有利には、ミッドソールが負荷されていない状態における第１エレメントの軸方向延在
部は、第２エレメントの軸方向延在部の外側に実質的に位置している。このことから、ミ
ッドソールに負荷がかかっていない状態にあるピストン状の第２エレメントが、軸方向で
円形状の第１エレメントの外側に配置されているということが分かる。負荷方向で緩衝エ
レメントが負荷されてようやく、「ピストン」が「シリンダ」内に進入する。
【００２４】
　提案された構成によって、緩衝エレメントの第２エレメントの中実に形成された部分の
容積を選択することにより、ばね特性に著しく影響を与えることができる。従って、上位
概念部に記載した緩衝エレメントのタイプに、先行技術の緩衝エレメントが可能であるよ
りも広い範囲にわたって所望のばね特性を与えることができる。
【００２５】
　本発明に係るシューズは、有利には、角柱容量もしくは円柱容量の２０～１００％が、
第２エレメントの材料から成っている。
【００２６】
　本発明に係るシューズは、有利には、角柱容量または円柱容量の３０～７０％が、第２
エレメントの材料から成っている。
【００２７】
　本発明に係るシューズは、有利には、第２エレメントの中実に形成された領域が、第２
エレメントの、第１エレメントから離れた端部領域に配置されている。
【００２８】
　本発明に係るシューズは、有利には、第２エレメントの中実に形成された領域が、凹状
に形成された表面を有している。
【００２９】
　本発明に係るシューズは、有利には、ミッドソールが、シューズの接地面の少なくとも
一部分にわたって、専ら緩衝エレメントとして形成されている。
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【００３０】
　本発明に係るシューズは、有利には、アウターソールが、複数の個別のソール部分によ
り形成され、各ソール部分が、第２エレメントの、第１エレメントとは反対側の端部に配
置されているか、または第１エレメントの、第２エレメントとは反対側の端部に配置され
ている。
【００３１】
　本発明に係るシューズは、有利には、負荷方向に対して垂直な一断面において、アウタ
ーソールの個別の部分の形状が、第２エレメントの形状または第１エレメントの形状に相
応している。
【００３２】
　本発明に係るシューズは、有利には、第１エレメントと第２エレメントとが、それぞれ
接合区分と共に気密な室を形成する。
【００３３】
　本発明に係るシューズは、有利には、負荷方向に対して垂直な一断面において、第１エ
レメントと第２エレメントとが、互いに対応する形状を有している。
【００３４】
　本発明に係るシューズは、有利には、負荷方向に対して垂直な一断面において、第１エ
レメントと第２エレメントとが、多角形、特に六角形の形状を有している。
【００３５】
　本発明に係るシューズは、有利には、負荷方向に対して垂直な一断面において、第１エ
レメントと第２エレメントとが円形を有している。
【００３６】
　本発明に係るシューズは、有利には、第１エレメントの側方の領域が、互いに接合され
ているか、または第１エレメントの側方の制限壁が、それぞれ共通の区分から形成される
。
【００３７】
　本発明に係るシューズは、有利には、第１エレメントおよび／または第２エレメントが
、緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態において、少なくとも部分的に異なる高さ
を有している。
【００３８】
　本発明に係るシューズは、有利には、負荷方向に対して垂直な一平面において、接合区
分が、緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態で平坦に延びている。
【００３９】
　本発明に係るシューズは、有利には、負荷方向に対して垂直な一平面において、接合区
分が、緩衝エレメントに負荷がかかっていない状態で湾曲して延びている。
【００４０】
　本発明に係るシューズは、有利には、第１エレメントと、接合区分と、第２エレメント
とが、１回の共通の射出成形プロセスにより製造されている。
【００４１】
　本発明に係るシューズは、有利には、第１エレメントの、第２エレメントとは反対側の
端部が、シールシートと接合されている。
【００４２】
　本発明に係るシューズは、有利には、エレメントが、プラスチック、殊に熱可塑性材料
から成っている。
【００４３】
　本発明に係るシューズは、有利には、プラスチックとして、ポリエチレン、ポリプロピ
レン、ポリブタン、ポリアミド、ポリウレタンまたはこれらの少なくとも２つのプラスチ
ックの混合物が用いられている。
【００４４】
　本発明に係るシューズは、有利には、プラスチックが半透明または透明である。
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【００４５】
　本発明に係るシューズは、有利には、アウターソールがプラスチック、好ましくは、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリブタン、ポリアミド、ポリウレタンまたはこれらの少
なくとも２つのプラスチックの混合物から成っているか、またはゴムから成っており、材
料が、半透明でないかまたは透明でなはない。
【００４６】
　本発明に係るシューズは、有利には、第１エレメントと、第２エレメントと、接合区分
との素材、および／またはこれらの部分の幾何学的な寸法、および／または中実に形成さ
れた部分の容積部分が、緩衝エレメントのばね・緩衝特性を規定するために選択されてい
る。
【００４７】
　以下に、本発明の実施例を図面に基づき説明する。
【００４８】
　図１にシューズ、つまりはスポーツシューズを単に極めて概略的に示した。このシュー
ズは、公知にはソール２に接合しているシューアッパー１を備えている。
【００４９】
　ソール２は、前方ソール領域８で特定の面状の延在部にわたって拡張されて形成されて
いる。ソール２は、後方ソール領域９においても同様に規定の面状の延在部にわたって拡
張されている。
【００５０】
　ソール２の構造は、詳しくは図２から明らかになる。ソール２は３つの（ソール）部分
から、つまりは支持部分または内側部分２′と、ミッドソール２″と、アウターソール２
′′′とから成っている。支持部分または内側部分２′は内側ソール、つまりインソール
、またはストローベルソール、またはシューアッパー１の実際の材料であってよい。支持
部分または内側部分２′は、シューアッパー１とミッドソール２″との間の接合部分を形
成する。特に有利な構成は、支持部分または内側部分２′が、プラスチック射出成形部分
として（有利にはＥＶＡから）製造されていて、皿形に形成されているようになっている
。
【００５１】
　支持部分または内側部分２′は、シューアッパー１と接合している。この接合部分は、
たとえば１回の射出成形プロセスにより製造することができ、支持部分または内側部分２
′を形成するプラスチック材料は射出成形により、たとえば繊維材料から成るアッパー１
に固着される。同様に、シューアッパー１と支持部分または内側部分２′との接着も可能
である。
【００５２】
　ミッドソール２″は複数の緩衝エレメントから成っている。これらの緩衝エレメントは
、ピストン・シリンダシステムの形式で構成されている。ミッドソール２″の、支持部分
または内側部分２′から離れた端部には、アウターソール２′′′が配置されている。こ
のアウターソール２′′′は、緩衝エレメントの数に相応する数のソールセグメント２′
′′から成っている。
【００５３】
　必ずしも全てのソールを既述したように構成する必要はないことに注意されたい。たと
えば、前方ソール領域８だけを既述したように構成することができ、後方ソール領域９を
公知の形式で構成することができる。
【００５４】
　本実施例ではアウターソール２′′′は分割して形成されている。この場合、緩衝エレ
メントを専らミッドソール２″が形成している。しかしアウターソール２′′′を大面状
のエレメントとして、ピストン・シリンダシステムの軸方向の端部に取り付けるというこ
とも同様に提案することができる。同じく略示の緩衝エレメントを、冒頭で述べた欧州特
許出願公開第０３８７５０５号明細書に基づく背景技術の事例のように、典型的なミッド
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ソール内に組み込むことができる。
【００５５】
　分割されたアウターソール２′′′を有する実施例のためのソール２の正確な構成が、
図２および図３を概観することにより明らかになる。
【００５６】
　ミッドソール２″を形成する個別の緩衝エレメントは本実施例では、ソール２の負荷方
向Ｒで見て、ハニカムパターンのように六角形の基本形状をもって形成されている（図２
参照）。
【００５７】
　ウェブ状の接合区分６を介して、第１エレメント３の、支持部分または内側部分２′と
は反対側の端部は、第２エレメント５と接合している。この第２エレメントは、方向Ｒで
見て、第１エレメント３の形状に対応する形状を有していて、つまりは第２エレメント５
も、本実施例では六角形の形状を有している。第２エレメント５は、所定の高さｈにわた
って延在していて、この高さｈは高さＨと同じである必要はない。
【００５８】
　図３から明らかであるように、第１エレメント３の幅Ｂと第２エレメント５の幅ｂとの
寸法は、第２エレメント５が、緩衝エレメントに負荷がかかる場合に負荷方向Ｒで受容室
４内に進入することができるように選択されている。この受容室４は第１エレメント３に
より規定されている。従って、第１エレメント３と第２エレメント５とはテレスコープ式
緩衝器のように働く。この場合、第１エレメント３は「シリンダ」として働き、第１エレ
メント３内に、第２エレメント５が「ピストン」のように進入することができる。
【００５９】
　第２エレメント５の、支持部分または内側部分２′とは反対側の端部に、アウターソー
ルセグメント２′′′が取り付けられていて、たとえば接着されているか、または射出成
形により直接固着されてもいる。このアウターソールセグメント２′′′は、たとえば耐
摩耗性のプラスチック材料から成っている。方向Ｒで見て、アウターソールセグメント２
′′′は、第２エレメント５の形状に対応する形状を有してもいる。しかし必ずしもそう
である必要はない。
【００６０】
　アウターソールセグメント２′′′に、シューズの接地時にもたらされるように、方向
Ｒで力が加えられると、まず接合区分６が変形し、これによって、既述したように第２エ
レメント５が、ピストンのように第１エレメント３の受容室４内に進入する。
【００６１】
　バウンド特性を有利に発揮させるために、第１エレメント３と、接合区分６と、第２エ
レメント５とによって取り囲まれているスペースを、気密に形成することができる。
【００６２】
　場合によっては、支持部分または内側部分２′に対する気密性をシート７により形成す
ることができる。このシート７は必要に応じて、第１エレメント３の、支持部分または内
側部分２′寄りの端部領域に接着されるかまたは溶接される。
【００６３】
　第１エレメント３も第２エレメント５も、角柱形状体（エレメント横断面が多角形、た
とえば六角形に形成されている事例）、もしくは円柱形状体（エレメント横断面が円形に
形成されている事例）を形成する。角柱形状体もしくは円柱形状体は、それぞれの高さＨ
もしくは高さｈにわたって延在している。
【００６４】
　図３から判るように、本発明の実質的な特徴は、第２エレメント５の（横断面と高さｈ
との積で表される）角柱容量もしくは円柱容量の少なくとも一部分が中実に形成されてい
るということである。図３には中実の容積Ｖの部分が示されていて、この容積Ｖは全角柱
容量もしくは全円柱容量の約６０％に当たる（容積Ｖの１００％は、図３では破線で示し
てある）。中実の（プラスチック）ブロックの容積Ｖは、第２エレメント５の、第１エレ
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メント３から離れた端部に設けられている。中実に形成された材料の表面１０は、本例で
は凹状の形状を備えていて、つまり緩衝エレメントの変形に対する効果を有していること
になる。
【００６５】
　角柱形状体もしくは円柱形状体の中実な部分の有利な値は、容積Ｖが全角柱容量または
全円柱容量の２０～１００％であり、特に有利な値は３０～７０％である。
【００６６】
　図４ａ、図４ｂおよび図４ｃには３つの実施例が示してある。図４ａでは、中実な容積
部分Ｖは、第２エレメント５が形成している角柱形状体もしくは円柱形状体の全容量の約
２５％である（全容量は底面Ａと高さｈとの積で表される）。
【００６７】
　図４ｂには、角柱形状体もしくは円柱形状体の全容量のゆうに半分、つまり約６０％の
中実な部分Ｖが示されている。図４ｃでは中実部分は約９０％になる。
【００６８】
　図５ａおよび図５ｂには、本発明による構成（図５ｂ）と、先行技術による構成（図５
ａ）とを比較して示してある。両図面には、図示の緩衝エレメントの負荷なしの形状を実
線で見て取ることができ、負荷方向Ｒで力Ｆを加えた場合にもたらされる形状は、破線で
示されている。
【００６９】
　図５ａの上側の図から見て取れるように、力Ｆにより接合区分６の他に第２エレメント
５の壁も著しく変形するのに対して、第１エレメント３の壁はほとんど変形しない。図５
ａの下側の図における曲線のフラットな上昇から判るように、緩衝エレメントは比較的軟
質である。ここではデカルト座標系において、力Ｆ（縦座標）の経過と、移動距離ｘ（横
座標）とが明らかになっている。
【００７０】
　これに対して、図５ｂの中実の容積部分Ｖは、第２エレメント５を補強しているので、
変形時に第２エレメント５の壁が撓むことはほとんどあり得ない。これに基づき、所定の
移動距離を得ることが望まれる場合には、接合区分６はより一層著しく変形する必要があ
る。このことは結果として、図５ｂの下側の図における曲線の急勾配の経過に繋がる、つ
まりはより高いばね剛性に繋がる（図５ａおよび図５ｂは、同じ移動距離ｘにおける変形
状態を示している）。
【００７１】
　第２エレメント５の中実な部分の容積Ｖは、第２エレメント５の射出成形の際に、製造
技術的に簡単に一緒に加工することができるので、本発明によるコンセプトを実現する際
には有利には付加的コストがかかることはない。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】シューズを側方から見た概略図である。
【図２】図１の「Ｚ」の拡大図である。
【図３】図２のＡ－Ｂに沿った断面図である。
【図４】図４ａ、図４ｂおよび図４ｃは、図３に対応して、緩衝エレメントの３つの実施
例の、種々異なるサイズで構成された、緩衝エレメントの第２エレメントの中実な部分を
示した図である。
【図５】図５ａおよび図５ｂは、公知の緩衝エレメントと、本発明による緩衝エレメント
との、負荷なしの形状、もしくは負荷下で生じる形状、およびそれぞれのばね特性曲線を
示した図である。
【符号の説明】
【００７３】
　１　シューアッパー、　２　ソール、　２′　支持部分または内側部分、　２″　ミッ
ドソール、　２′′′　アウターソール、　３　第１エレメント、　４　受容室、　５　
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第２エレメント、　６　結合区分、　７　シールシート、　８　前方ソール領域、　９　
後方ソール領域、　１０　表面、　Ｒ　負荷方向、　Ｈ　第１エレメントの高さ、　ｈ　
第２エレメントの高さ、　Ｂ　第１エレメントの寸法、　ｂ　第２エレメントの寸法、　
Ｖ　容量、　Ａ　基体面、　ｘ　移動距離、　Ｆ　力

【図１】 【図２】
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【図４ｂ】

【図４ｃ】 【図５】
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